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第
１
号
議
案
は
２
０
２
０
年
度
事
業
報

告
、
決
算
承
認
に
関
す
る
も
の
で
す
。

最
初
に
、
基
本
活
動
方
針
に
基
づ
く
活

動
に
つ
い
て
は
、
人
が
集
ま
る
会
議
や
イ

ベ
ン
ト
は
全
く
開
催
で
き
な
い
状
況
で
あ

り
な
が
ら
、
事
務
局
を
中
心
に
メ
ー
ル
や

郵
送
に
よ
る
意
見
交
換
で
、
可
能
な
限
り

の
継
続
性
を
保
持
し
た
活
動
を
実
施
し
た

こ
と
が
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

① 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
諸
行
事
等
へ
の
対
応

総
会
、
合
同
幹
事
会
は
書
面
に
よ
り
開

催
し
た
ほ
か
、
経
済
学
部
創
設
１
０
０
周

年
記
念
行
事
及
び
同
窓
会
報
等
の
課
題
に

つ
い
て
も
、
メ
ー
ル
や
電
話
の
活
用
で
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
役

割
分
担
に
つ
い
て
は
、
広
く
常
任
幹
事
に

呼
び
か
け
て
協
力
を
仰
ぐ
、
横
断
的
な
方

法
を
と
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

若
手
数
人
の
間
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信

技
術
）
を
活
用
し
て
の
リ
モ
ー
ト
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
な
ど
も
試
み
ま
し
た
。

② 

同
窓
会
報
の
刷
新

実
務
及
び
コ
ス
ト
面
の
双
方
か
ら
検
討

を
行
い
、
会
報
の
刷
新
と
と
も
に
発
行
コ

ス
ト
の
大
幅
削
減
を
図
り
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
度
定
期
幹
事
総
会
が
、

２
０
２
１
年
６
月
５
日
土
曜
日
に
、
四
ツ

谷
駅
前
の
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
の
総
会
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
た

め
に
書
面
開
催
で
し
た
が
、
連
続
の
書
面

開
催
を
避
け
つ
つ
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
こ
と

も
配
慮
し
、
人
数
を
絞
っ
て
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
出
席
者
は
、
常
任
幹
事
18
名
、

顧
問
１
名
、
事
務
局
員
２
名
の
合
計
21
名

で
、
広
い
会
場
に
ロ
の
字
型
に
机
を
並
べ
、

出
席
者
間
の
距
離
を
広
く
取
っ
た
う
え
で

議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
度
定
期
幹
事
総
会

　
　
出
席
者
を
絞
っ
て
開
催
さ
れ
る

２
０
２
２
年
は
、
１
９
９
２
年
に

経
済
学
部
同
窓
会
が
創
設
さ
れ
て
30
年

の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

２
０
２
２
年
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
も
低
下
し
て
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
記
念
行
事
等
に
つ
い
て

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
る
な
ど
、
何
ら
か
実
行
部
隊
を
編
成

の
う
え
、
検
討
を
行
い
実
施
に
つ
な
げ

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
同
窓
会
創
立
30

周
年
記
念
行
事
を
兼
ね
た
、
オ
レ
ン
ジ

の
集
い
ま
た
は
２
０
２
２
年
忘
年
パ
ー

テ
ィ
ー
や
、
同
窓
会
員
、
現
役
経
済
学

部
生
を
対
象
と
し
た
、
読
書
感
想
文

コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
の
案
が
出
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
皆
様
か
ら
の
積
極
的
な
ご
意

見
を
募
り
、
詰
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
30
周
年
記
念
事
業
へ
の
寄

付
も
同
時
に
募
り
ま
す
。
こ
ち
ら
へ
の

ご
協
力
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

来
年
の
経
済
学
部
同
窓
会

　
　
　創
設
30
周
年
に
向
け
て

〜
記
念
事
業
へ
の
ご
提
案
と

　ご
寄
付
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
〜

広い間隔を取り着席して行われた定期幹事総会

２
面
へ
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事
に
つ
い
て
は
す
べ
て
中
止
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た

活
動
に
関
し
て
は
、
内
容
の
充
実
を
図
り

つ
つ
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

３
番
目
の
合
同
幹
事
会
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
書
面
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

決
算
に
つ
い
て
は
３
面
参
照
。

◇　
　

◇　
　

◇　
　

◇

第
２
号
議
案
は
２
０
２
１
年
度
活
動
方

針
・
事
業
計
画
、
予
算
案
承
認
に
関
す
る

も
の
で
す
。

最
初
に
２
０
２
１
年
度
活
動
方
針
・
事

業
計
画
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

① 

基
本
活
動
方
針

２
０
２
１
年
度
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ

禍
が
収
ま
る
事
を
期
待
し
な
が
ら
の
活
動

と
な
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
機
会
に
組
織

の
運
営
を
抜
本
的
に
見
直
す
こ
と
を
基
本

活
動
方
針
と
し
、
対
面
方
式
の
会
議
な
ど

を
見
直
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

を
利
用
し
た
方
法
を
、
可
能
な
限
り
取
り

入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に

③ 

１
０
０
周
年
記
念
行
事
の
実
施

リ
モ
ー
ト
実
施
で
の
リ
レ
ー
講
義
に
、

村
田
会
長
、
潮
崎
副
会
長
、
花
澤
幹
事
長

及
び
髙
森
事
務
局
長
が
講
師
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。
記
念
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

大
会
に
は
村
田
会
長
、
花
澤
幹
事
長
、
嶋

組
織
部
会
長
及
び
前
原
常
任
幹
事
が
審
査

員
と
な
り
、
入
賞
チ
ー
ム
に
計
30
万
円
の

賞
金
を
授
与
し
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
で

上
映
さ
れ
た
『
１
０
０
周
年
記
念
ビ
デ
オ
』

に
て
、
村
田
会
長
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り

ま
し
た
。『
経
済
学
部
創
設
１
０
０
周
年
記

念
誌
』
を
発
行
し
、
同
窓
会
会
員
は
も
と

よ
り
教
授
等
大
学
関
係
者
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

生
、
当
年
度
卒
業
生
、
新
入
生
等
幅
広
い

層
に
郵
送
・
配
布
し
ま
し
た
。

④ 

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
・
メ
ル
マ
ガ
に
よ
る
若
手

　

 

卒
業
生
、
現
役
学
生
へ
の
働
き
か
け

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
利
用
し
た
メ
ル
マ
ガ
を

毎
月
２
回
の
ペ
ー
ス
で
配
信
を
行
い
、
当

年
度
の
卒
業
生
、
新
入
生
に
メ
ル
マ
ガ
登

録
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た
。

⑤ 

コ
ス
ト
の
削
減

当
年
度
は
同
窓
会
活
動
が
制
約
を
受
け

た
こ
と
か
ら
印
刷
費
が
大
幅
に
縮
小
し
た

ほ
か
、
会
報
新
年
号
の
発
行
費
用
が
ほ
ぼ

半
減
し
た
こ
と
に
よ
り
、
５
年
ぶ
り
に
収

支
が
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

２
番
目
に
専
門
部
会
に
よ
る
経
常
的
な

活
動
に
つ
い
て
で
す
が
、
人
が
集
ま
る
行

　
　

デ
ジ
タ
ル
へ
の
段
階
的
移
行
を
含
め
、

未
来
像
に
関
す
る
研
究
を
継
続
し
ま
す
。

⑹ 

経
済
学
部
同
窓
会
創
設
30
周
年
記
念　

 

へ
の
対
応

　

１
面
下
段
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

②
経
常
的
な
活
動
の
実
施

 

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
自
粛
要
請

等
の
推
移
を
見
据
え
つ
つ
、
次
の
経
常
的

な
活
動
の
実
施
を
計
画
し
ま
す
。

経
済
学
部
オ
レ
ン
ジ
の
集
い
・
森
嘉
兵

衛
賞
授
与
式
△
忘
年
パ
ー
テ
ィ
ー
△
教
授

会
と
の
共
催
に
よ
る
卒
業
祝
賀
会
△
同
窓

会
報
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
の
運
営
△
エ
ン
ジ
ョ
イ
経
友
会
活
動
、

希
望
者
を
募
っ
て
の
旅
行
△
デ
ィ
ベ
ー
ト

大
会
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
へ
の
支
援
・
協
力
△

教
授
会
執
行
部
と
の
懇
談
会
△
校
友
会
・

他
学
部
同
窓
会
と
の
連
携

予
算
に
つ
い
て
は
３
面
参
照
。

主
な
内
容
は
以
上
と
な
り
、
予
定
さ
れ

て
い
た
議
題
、
報
告
事
項
に
つ
い
て
は
す

べ
て
可
決
・
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
第
29
回
森
嘉
兵
衛
賞
の
報
告

が
さ
れ
た
後
で
、
お
弁
当
を
食
べ
な
が
ら

の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
校
友
会
と
の
関

係
の
件
、
平
和
祈
念
碑
の
継
承
に
関
す
る

件
な
ど
が
話
題
に
挙
が
り
ま
し
た
。
な
お
、

今
回
は
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
は
な
く
、
以
上

で
の
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

よ
り
、
若
手
や
地
方
在
住
者
の
会
議
参
加

も
、
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
具
体

的
方
針
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⑴ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
諸
行
事
、

　

 

イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
対
応

　
　

対
面
で
の
活
動
は
残
し
な
が
ら
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
⑵ 

次
世
代
に
繋
げ
る
人
材
の
確
保

　
　

女
性
部
会
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
取
り
入
れ
た

活
動
を
模
索
し
て
軌
道
に
乗
せ
、
コ
ロ
ナ

禍
の
収
束
を
見
込
ん
だ
対
面
で
の
活
動
も

企
画
し
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
意
見

交
換
の
仕
組
み
の
構
築
な
ど
で
、
次
世
代

の
人
材
確
保
の
努
力
を
継
続
し
ま
す
。

　
⑶ 

同
窓
会
報
へ
の
対
応

　
　

新
年
号
か
ら
、
新
た
な
発
行
ス
タ
イ

ル
に
変
更
し
ま
し
た
が
、
今
後
も
改
善

し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
会
員
の
親
睦

推
進
と
い
う
目
的
に
鑑
み
、
政
治
色
や

宗
教
色
の
濃
い
も
の
、
特
定
の
思
想
信

条
の
主
張
等
は
不
掲
載
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

⑷ 
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
・
メ
ル
マ
ガ
に
よ
る
若
手

卒
業
生
、
現
役
学
生
へ
の
働
き
か
け

　
　

引
続
き
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
登
録
を
呼
び

か
け
、
母
集
団
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

⑸ 

学
生
・
若
手
会
員
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
情
報
交
換

議事終了後、昼食を取りながら
意見交換が行われた
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20
年
度
決
算
の
概
要
と
し
て
は
、
収
入

減
と
な
っ
た
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
な

ど
で
会
議
等
の
活
動
が
へ
っ
た
こ
と
な
ど

６
月
５
日
に
開
催
さ
れ
た
定
期
総
会
で
、

20
年
度
決
算
と
21
年
度
予
算
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

定
期
幹
事
総
会
で
20
年
度
決
算
・
21
年
度
予
算
を
承
認

経
費
節
減
効
果
が
収
入
減
を
補
い
５
年
ぶ
り
の
黒
字
収
支
に

収
入
は
、
主
に
年
会
費
及
び
名
刺
広
告

収
入
の
減
少
に
よ
り
、
対
予
算
費
33
万
円
減

と
な
り
ま
し
た
。
他
方
、
支
出
は
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
り
会
議
等
の
活
動
が
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
事
務
関
係
費
が
削

減
さ
れ
た
ほ
か
、
会
報
の
刷
新
に
よ
る
印
刷

費
の
大
幅
減
が
功
を
奏
し
、
対
予
算
費
53
万

円
強
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

以
上
の
結
果
、
収
支
は
プ
ラ
ス
15
万

円
と
、
５
年
ぶ
り
の
黒
字
決
算
と
な
り
、

こ
れ
に
よ
り
、
財
務
基
盤
の
健
全
性
を

表
す
繰
越
金
は
、
前
期
比
41
万
円
増
の

３
４
９
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

＊　

＊　

＊　

＊

21
年
度
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
年
会

費
及
び
名
刺
広
告
収
入
の
減
少
の
継
続

を
見
込
ん
で
、
緊
縮
予
算
を
組
ま
ざ
る

を
得
ず
、
収
入
減
に
対
応
し
て
支
出
に

つ
い
て
も
、
一
層
の
削
減
を
図
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

予
算
上
は
、
15
万
円
の
黒
字
を
見
込
み

ま
す
が
、
今
後
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
き
を

見
せ
、
同
窓
会
活
動
が
正
常
化
に
向
か
う

こ
と
に
よ
り
、
諸
経
費
が
増
加
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
よ

る
、
会
費
の
納
入
及
び
一
般
会
計

も
あ
り
、
５
年
ぶ
り
の
黒
字
決
算
と
な
り

ま
し
た
。

21
年
度
予
算
の
概
要
と
し
て
は
、
収
入

減
を
見
込
ん
で
緊
縮
予
算
を
組
ま
ざ
る
を

得
ず
、
支
出
は
一
層
の
削
減
を
図
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
以
下
を
お
読
み

く
だ
さ
い
。

〈収　　入〉 20年度予算 20年度決算 差異 21年度予算
年会費収入
終身会費収入
寄付金収入（一般活動支援）
広告収入
HP バナー広告収入
校友会費納入還付金
校友会活動補助金
雑収入

2,149 
375 
250 

1,350 
120 
14 
0 
0 

2,004 
465 
202 

1,120 
120 
14 
0 
1 

△ 145
90

△ 48
△ 230

0
0
0
1

1,974 
430 
200 

1,000 
120 
14 
0 
0 

収　入　計 4,258 3,926 △ 332 3,738 
人件費
事務用消耗品費
事務用備品費
事務用印刷費
通信運搬費
会報発行費
会報発送費
賃借費
渉外費
学術奨励事業費
雑費

1,500 
60 
30 

300 
200 

1,450 
355 
60 

120 
100 
130 

1,473 
28 
49 

102 
204 

1,150 
348 
59 

130 
100 
129 

△ 27
△ 32

19
△ 198

4
△ 300

△ 7
△ 1

10
0

△ 1

1,420 
60 
50 

250 
200 
850 
340 
60 

120 
100 
130 

支　出　計 4,305 3,772 △ 533 3,580 

［前年度よりの繰越金］ 1,416 
収入―支出
終身会費次年度繰越金
次年度以降会費収入等

154 
1,862 

60 
［次年度への繰越金］ 3,492 

（100周年記念事業収支）
収入（寄付金）
収入（記念誌代）

2,734 
94

 

支出（記念誌発行）
支出（同郵送費）
支出（振込手数料）
支出（学生支援金へ振替）

1,112
281
46

1,389
合　　　　計 2,828 2,828

（学生支援積立金） （支出内訳）
前年度繰越金  
収入（100周年記念事業＋寄付）
支出（内訳右欄）

1,490 
1,400 

919 

各種大会賞金・支援金
卒業生関連
メルマガ等運用費用
振込手数料
未払い（卒業生関係）

335 
248 
145 

2 
189 

 次年度繰越金 1,971 

 平和祈念事業収支繰越金  153 25周年記念事業収支繰越金 268 

2020年度決算及び2021年度予算 　（単位千円）

20
年
度
決
算

21
年
度
予
算

４
面
へ
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へ
の
積
極
的
な
ご
寄
付
を
、
切
に
お
願
い

す
る
次
第
で
す
。

＊　

＊　

＊　

＊

１
０
０
周
年
記
念
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
か
ら
合
計

２
７
３
万
円
の
ご
寄
付
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
、
改
め
て
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

皆
様
か
ら
頂
戴
し
た
寄
付
金
は
、
記
念

誌
発
行
・
送
付
費
用
等
に
充
当
し
、
残
額

１
３
８
万
円
に
つ
い
て
は
、
全
額
を
学
生

支
援
金
勘
定
に
移
管
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

そ
の
う
え
で
、
１
０
０
周
年
記
念
学
生

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
賞
金
や
、
卒

業
生
へ
の
『
１
０
０
周
年
記
念
誌
』
発

送
等
の
費
用
に
充
当
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

経
済
学
部
同
窓
会
に
お
け
る
学
生
支
援

金
の
期
末
残
高
は
、
１
９
７
万
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
２

～
３
年
で
枯
渇
す
る
計
算
で
あ
り
、
会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
続
き
学

生
支
援
へ
の
暖
か
い
ご
寄
付
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（
事
務
局
長 　
髙
森
）

同
窓
会
創
設
30
周
年
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　「平
和
祈
念
碑
」に
つ
い
て
考
え
る

会
長
代
行

　加
　藤
　
　
　毅

同
窓
会
の
歩
み
の
中
で
特
筆
す
べ
き
大

事
業
で
あ
っ
た
、「
平
和
祈
念
碑
」
建
立
に

つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
学
生
諸
君
と
一
緒

に
学
び
語
り
合
う
機
会
を
、
創
設
30
年
を

機
に
、
ぜ
ひ
と
も
作
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

祈
念
碑
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
、

国
策
と
し
て
全
国
の
学
園
か
ら
大
学
生
を

戦
地
に
送
り
、
多
く
の
戦
死
者
、
戦
傷
病

者
を
生
ん
だ
「
学
徒
出
陣
」
の
記
憶
を
、

当
時
の
先
輩
た
ち
が
後
輩
た
ち
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
残
し
た
も
の
で
す
。

残
念
な
が
ら
、
現
在
の
学
生
諸
君
に
は
、

祈
念
碑
の
趣
旨
は
お
ろ
か
、
そ
の
存
在
す

大
類
さ
ん
た
ち
の
活
動
は
、
方
正
の
墓

碑
の
建
立
に
対
す
る
感
謝
の
表
明
か
ら
、

墓
参
活
動
、
日
本
人
孤
児
を
育
て
て
く
れ

た
中
国
の
養
親
方
へ
の
感
謝
の
老
人
ホ
ー

ム
の
建
設
な
ど
に
も
拡
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
根
気
強
い
活
動
に
、
私
た
ち
の
平
和

祈
念
碑
に
関
わ
る
活
動
も
、
触
発
さ
れ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

そ
し
て
大
類
さ
ん
は
今
年
、『
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト　

分
断
さ
れ
た
世
界
を
繋
ぐ
Ｈ
ｏ
ｍ

ａ
ｒ
ａ
ｎ
ｉ
ｓ
ｍ
ｏ
』（
批
評
社
）
を
上

梓
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
共
通
言
語
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
の
誕
生
（
１
８
８
７
年
）
の
背
景

か
ら
書
き
始
め
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
理
念

で
あ
る
人
類
人
主
義
の
思
想
が
ど
の
よ
う

な
歴
史
的
背
景
の
中
で
生
ま
れ
た
か
、
過

去
の
歴
史
の
中
で
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
、

ど
の
よ
う
な
人
物
が
そ
の
思
想
に
基
づ
い

て
活
動
し
て
き
た
か
が
、
豊
富
な
資
料
に

基
づ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。
本
書
を
読

む
と
、
言
語
、
民
族
、
国
家
の
違
い
を
認

め
あ
っ
た
上
で
、
相
互
理
解
の
た
め
の
国

際
交
流
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
す
。

私
た
ち
も
、近
年
大
学
が
刊
行
し
た
『
学

徒
出
陣
証
言
集
』
な
ど
を
学
生
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
学
び
な
が
ら
、
祈
念
碑
に
込
め

ら
れ
た
、
先
輩
た
ち
の
切
実
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
息
長
く
伝
え
て
行
く
方
法
を
、
同
窓

会
創
設
30
周
年
を
機
に
考
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

ら
薄
ら
い
で
い
ま
す
。
30
周
年
を
契
機
に
、

祈
念
碑
の
前
で「
す
い
と
ん
」や「
お
汁
粉
」

な
ど
を
共
に
食
し
な
が
ら
、
学
徒
出
陣
な

ど
に
つ
い
て
語
り
合
う
こ
と
を
、
始
め
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

平
和
祈
念
碑
に
つ
い
て
は
、
同
窓
会
の

宣
伝
が
不
十
分
で
、
建
立
さ
れ
た
先
輩
方

に
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

祈
念
碑
を
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
、
会

報
誌
が
あ
り
ま
す
。

戦
争
末
期
の
も
う
一
つ
の
悲
惨
な
国
策

に
「
満
蒙
開
拓
」
が
あ
り
ま
す
。
満
蒙
開

拓
は
、
多
く
の
悲
劇
を
生
み
出
し
ま
し
た

が
、
中
国
の
市
井
の
女
性
が
中
心
と
な
り
、

旧
満
州
の
方ほ

う

正ま
さ

の
地
に
、
亡
く
な
っ
た
大

勢
の
日
本
人
の
墓
碑
を
建
て
て
下
さ
い
ま

し
た
。
そ
の
事
実
を
出
発
点
と
し
て
、
満

蒙
開
拓
を
は
じ
め
戦
争
の
悲
劇
を
語
り
継

ぐ
、『
星せ

い

火か

方ほ
う

正ま
さ

』
と
い
う
会
報
誌
が
あ
り

ま
す
。
編
集
者
は
、
法
政
大
学
文
学
部
Ｏ

Ｂ
（
そ
し
て
私
の
高
校
の
同
窓
生
）
で
あ

る
大
類
善
啓
さ
ん
で
す
。
２
０
１
９
年
、

大
類
さ
ん
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
経

済
学
部
同
窓
会
に
よ
る
平
和
祈
念
碑
建
立

の
経
緯
を
、
同
誌
に
大
き
く
掲
載
す
る
こ

と
が
か
な
い
ま
し
た
。

←大類善啓氏の近著『エスペラント　
　分断された世界を繋ぐHomaranismo』　
　（批評社）

↑経済学部棟の横に建立された平和祈念碑

１
０
０
周
年
記
念
事
業

学
生
支
援
金
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こ
の
た
び
は
森
嘉
兵
衛
賞
を
頂
き
、
大

変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

本
書
は
新
型
コ
ロ
ナ
・
ウ
イ
ル
ス
が
拡

大
す
る
前
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、

本
書
が
問
題
意
識
の
起
点
と
し
た
「
雇

用
保
障
が
脆
弱
な
者
ほ
ど
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
も
脆
弱
で
あ
る
」
と
い
う
事
実
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
一
層
露
呈
し
た
気
が
し
ま
す
。

現
在
、
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措
置
は

未
曽
有
の
規
模
で
発
動
さ
れ
て
お
り
、
打

ち
出
さ
れ
て
い
る
諸
施
策
に
は
、
従
来
の

雇
用
保
険
か
ら
漏
れ
落
ち
た
人
び
と
を
救

済
す
る
明
確
な
志
向
も
見
ら
れ
ま
す
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
負

の
シ
ョ
ッ
ク
は
非
正
規
雇
用
に
偏
在
し
て

い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
今
回
の
雇
用
対

策
の
冷
静
な
検
証
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
が
長
引
く
に
つ
れ
、
雇
用
維
持
策

か
ら
労
働
移
動
策
へ
の
シ
フ
ト
が
主
張
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
職
業
訓

練
等
へ
過
度
な
期
待
を
す
る
こ
と
に
も
注

意
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
受
賞
を
励
み
に
、
一
層
、
研
究
に

取
り
組
ん
で
行
き
た
く
存
じ
ま
す
。

突
き
付
け
る
課
題
①

　
　
　
　

―
社
会
保
険
の
未
納
問
題
―

第
２
章　
雇
用
の
流
動
化
が
社
会
保
険
に

突
き
付
け
る
課
題
②

　
　
　
　

―
雇
用
保
険
の
受
給
実
態
―

第
３
章　
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て

の
両
立
支
援
策

第
４
章　
高
齢
者
の
就
業
と
社
会
保
険

第
５
章　
社
会
保
険
料
の
「
事
業
者
負
担
」

の
本
当
の
コ
ス
ト

第
６
章　
若
年
層
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
を
考
え
る

　
　
　
　

―
就
労
支
援
は
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
に
な
り
得
る
か
―

第
７
章　
政
策
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　

―
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
は
社
会
保
障
政
策

に
と
っ
て
有
効
か
―

終　
章　
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
を

維
持
す
る
た
め
に

本
書
の
社
会
的
評
価
は
、
多
く
の
大
手

マ
ス
コ
ミ
で
本
書
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
と

同
時
に
、
権
威
あ
る
三
つ
の
学
術
賞
、
第

42
回
サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
、
第
43
回
労
働

関
係
図
書
優
秀
賞
、
第
63
回
日
経
・
経
済

図
書
文
化
賞
を
受
賞
し
て
い
る
こ
と
で
、

十
二
分
に
示
さ
れ
て
い
る
。

本
学
の
酒
井
正
教
授
は
、
現
代
の
日
本

が
直
面
す
る
社
会
保
障
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
気
鋭
の
研
究
者

で
あ
る
。

『
日
本
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
格
差

労
働
市
場
の
変
容
と
社
会
保
険
』
は
、
そ

う
し
た
キ
ャ
リ
ア
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を

基
礎
に
、
わ
が
国
の
社
会
保
険
の
構
造

を
分
析
し
、
「
就
業
形
態
」
を
切
り
口
と

し
て
、
被
保
険
者
の
正
規
雇
用
者
と
非
正

規
雇
用
者
と
い
う
就
業
格
差
が
、
社
会
保

険
の
格
差
を
生
み
出
し
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
の
格
差
と
も
な
っ
て
い
る
実
態
を

剔
抉
し
、
社
会
保
険
の
綻
び
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
証
明
し
、
か
つ
そ
の
解
決
の
方

向
を
解
明
し
て
い
る
労
作
で
あ
る
。

し
か
も
本
書
は
、
学
術
的
な
研
究
で
あ

り
な
が
ら
、
平
易
な
記
述
が
な
さ
れ
て
お

り
、
学
生
を
含
め
一
般
人
に
も
呼
び
掛
け
、

わ
が
国
の
現
代
の
社
会
保
障
に
つ
い
て
考

え
る
べ
き
素
材
を
提
供
し
て
い
る
優
れ
た

研
究
書
で
あ
る
。

本
書
の
構
成
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序　
章　
日
本
の
労
働
市
場
と
社
会
保
険

制
度
と
の
関
係

第
１
章　
雇
用
の
流
動
化
が
社
会
保
険
に

第
29
回
森
嘉
兵
衛
賞
　酒
井
　正 

著

『
日
本
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
格
差
　労
働
市
場
の
変
容
と
社
会
保
険
』に
つ
い
て

森
嘉
兵
衛
賞
審
査
委
員
会

酒井　正 先生

受賞者の
ことば

　６月29日火曜日、新しく学生会代表に就任された
高橋佳子さんと板坂裕心さん、そして岡部ゼミナー
ルゼミ長の田中七瀬さんの３名が、事務局にご挨拶
にみえました。同窓会からは、同窓会の活動や学生
との関わり、今後の学生との対話について説明しま
した。
　田中ゼミ長からは、経済学部の多くのゼミナール
の参加のもとに実施している、株式投資コンテスト
に同窓会も是非参加してほしいとの要請があり快諾。

直ちに参加者を募って現在９名の常任幹事がコンテ
ストに加わっています。
　このほか、特に就職について先輩方からざっくば
らんにお話を伺いたいとの要望があり、大学の授業
等が正常に近づき次第、いつでも対応する旨回答し
ております。
　同窓会としても、学生たちが自由にキャンパスを
闊歩できる環境が、一刻も早く訪れることを願って
やみません。　　　　　　　　　（事務局長　髙森）

Ｃａｍｐｕｓ Ｎｏｗ 学生会の新役員が事務局に挨拶にみえました
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に
お
い
て
私
た
ち
大
学
生
の
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
は
一
変
し
、
多
く
の
活
動
を
制
限

さ
れ
ま
し
た
。

年
が
明
け
て
の
学
生
会
最
初
の
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
、
学
生
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
の
日

程
が
、
２
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
の
延
長

と
重
な
っ
て
し
ま
い
、
開
催
す
る
こ
と
が

叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
学
年
を
問
わ
な
い

貴
重
な
交
流
の
場
を
設
け
る
こ
と
が
出
来

ず
、
大
変
残
念
な
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

ま
ず
は
一
日
も
早
い
感
染
終
息
を
願
い
、

引
き
続
き
感
染
対
策
を
行
い
な
が
ら
気
持

ち
を
新
た
に
切
り
替
え
、
今
後
開
催
予
定

の
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
、
学
生
会
一
同
全
力

で
準
備
を
進
め
た
く
思
い
ま
す
。

何
か
と
未
熟
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
同
窓

会
の
皆
様
方
の
お
力
添
え
あ
っ
て
の
学
生

会
で
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
、
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

今
年
度
、
学
生
会
代
表
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
、
現
代
ビ

ジ
ネ
ス
学
科
３
年
、
髙
橋
佳
子
と
申
し
ま

す
。
こ
の
度
は
代
表
と
い
う
大
役
を
仰
せ

つ
か
り
ま
し
て
、
嬉
し
く
思
う
反
面
、
こ

の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

１
０
１
年
目
と
い
う
歴
史
あ
る
経
済
学

部
を
よ
り
一
層
活
気
付
け
る
た
め
、
責
任

を
持
ち
、
活
動
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で

い
く
所
存
で
す
。
学
生
会
一
同
、
経
済
学

部
の
さ
ら
な
る
発
展
に
寄
与
す
る
よ
う
努

め
て
参
り
ま
す
の
で
、
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

原
稿
執
筆
時
に
は
３
度
目
の
緊
急
事
態

宣
言
が
解
除
さ
れ
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
、
学
生
に
本
来
あ
る
べ
き
日
常
が

戻
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
感
染

状
況
は
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍

ま
す
。「
法
政
の
関
係
者
は
よ
く
訪
れ
る

の
で
す
か
？
」
と
聞
く
と
「
昔
は
た
ま
に

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ね
」
と
の
こ
と
。

美
観
地
区
の
北
東
、
鶴
形
山
に
あ
る
墓
所

の
見
え
る
場
所
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
、

お
参
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
原

社
会
問
題
研
究
所
の
設
立
と
法
政
大
学
へ

の
寄
贈
は
、
地
元
で
も
語
り
継
が
れ
る
重

要
な
業
績
な
の
だ
な
と
、
改
め
て
感
じ
た

次
第
で
す
。

（
広
報
部
会
長　

嶋　

崇
）

以
前
、
岡
山
県
倉
敷
市
の
観
光
の
中
心

美
観
地
区
を
歩
き
、
町
の
人
に
「
大
原
孫

三
郎
さ
ん
と
、
ご
長
男
の
総
一
郎
さ
ん
の

お
墓
は
ど
こ
で
す
か
？
」
と
尋
ね
る
と
、

思
い
も
よ
ら
ず
「
法
政
大
学
の
方
で
す

か
？
」
と
の
問
い
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

大
原
美
術
館
を
創
設
・
発
展
さ
せ
、
美

観
地
区
に
も
深
く
関
わ
っ
た
大
原
親
子

は
、
大
原
社
会
問
題
研
究
所
を
設
立
し
法

政
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ

１
面
で
ご
報
告
し
た
定
期
幹
事
総
会

で
、
本
年
の
忘
年
パ
ー
テ
ィ
ー
に
つ
い
て

は
万
難
を
排
し
て
実
施
し
よ
う
と
の
声
が

高
ま
り
、12
月
４
日（
土
）開
催
の
方
向
で
、

四
ツ
谷
駅
前
の「
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
」

を
仮
押
さ
え
し
ま
し
た
。
今
後
、
10
月
に

予
定
の
代
表
・
常
任
合
同
幹
事
会
で
改
め

て
状
況
判
断
を
行
い
、
開
催
方
法
等
に
つ

い
て
検
討
を
行
う
予
定
で
す
。
開
催
方
法

や
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
決
ま
り
次
第
、
書
面
又

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

～倉敷～

法政大学
ゆかりの地を訪ねて

２
０
２
１
年
忘
年
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催
に
つ
い
て

多摩の息吹
 ディ・プレ大会は

学部生の貴重な交流の場

髙
たか

橋
はし

　佳
か

子
こ

現代ビジネス学科３年　
岡部ゼミ

倉敷市美観地区を象徴する大原美術館
（提供：倉敷市観光課）
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■
経
済
学
部
事
務
課

　
【
専
任
職
員
】

　
《
転　

出
》　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

課
長　

小
野
木　

修

　
　
　

法
政
大
学
校
友
会
（
出
向
・
人
事
部
付
）
へ

　
　

沖
田　
　

士

　
　
　

大
学
院
事
務
部
大
学
院
課
へ

　
　

土
屋　

広
康 （
資
料
室
）

　
　
　

中
学
高
等
学
校
事
務
室
総
務
担
当
へ

　
《
転　

入
》

　
　

課
長　

鎌
田　

太
郎

　
　
　

大
学
院
事
務
部
大
学
院
課
よ
り

　
　

瀬
戸 

正
輝
（
新
入
職
員
・
既
卒
）

　
　
（
以
上
21
年
６
月
１
日
付
）

■
経
済
学
部
事
務
課
資
料
室
担
当

　
【
嘱
託
職
員
】

　

市
ヶ
谷
資
料
室

　
《
退　

職
》　

　
　

金
綱　

知
子

（
21
年
３
月
31
日
付
）

　
【
紹
介
予
定
派
遣
】

　

多
摩
資
料
室

　
《
着　

任
》

　
　

橋
本　

利
恵

（
21
年
６
月
１
日
～
９
月
30
日
）

　

市
ヶ
谷
資
料
室

　
《
着　

任
》

　
　

上
赤
坂
由
美 （

21
年
４
月
１
日
～
７
月
31
日
）

阿
部　

俊
弘 

教
授

　

統
計
科
学

飯
野　
　

厚 

教
授

　

応
用
言
語
学
、
英
語
教
育
学

池
上　

宗
信 

教
授

　

開
発
経
済
学

李　
　

址
遠 

専
任
講
師

　

日
本
語
教
育
学
、
言
語
人
類
学

梅
津　

亮
子 

教
授

　

管
理
会
計
、
原
価
計
算

岡
部　

雅
史 

教
授

　

環
境
科
学
、
生
物
学

奥
山　

利
幸 

教
授

　

理
論
経
済
学

小
黒　

一
正 

教
授

　

財
政
学
、
公
共
経
済
学

小
沢　

和
浩 

教
授

　

情
報
処
理

ジ
ョ
ン
・
カ
レ
ン
ガ 

准
教
授

　

西
洋
経
済
史

河
村　

哲
二 

教
授

　

ア
メ
リ
カ
経
済
論
、
世
界
経
済
論
、

　

理
論
経
済
学

河
村　
　

真 

教
授

　

産
業
組
織
論
、
応
用
計
量
経
済
学

菊
地　

和
也 

専
任
講
師

　

政
治
経
済
学
、
ゲ
ー
ム
理
論
、

　

社
会
選
択
理
論

岸　
　

牧
人 

教
授

　

監
査
論

後
藤　

浩
子 

教
授

　

イ
ギ
リ
ス
社
会
思
想
史

小
林　

克
也 

教
授

　

地
方
財
政
論

近
藤　

章
夫 

教
授

　

経
済
地
理
学

酒
井　
　

正 

教
授

　

労
働
経
済
学

坂
本　

憲
昭 

教
授

　

制
御
理
論

佐
柄　

信
純 

教
授

　

数
理
経
済
学
、
函
数
解
析
学

篠
原　

隆
介 

教
授

　

公
共
経
済
学
、
ミ
ク
ロ
経
済
学
、

　

ゲ
ー
ム
理
論

芝
田
幸
一
郎 

教
授

　

ペ
ル
ー
考
古
学
・
人
類
学
・

　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
研
究

マ
ニ
ー
シ
ュ
・
シ
ャ
ル
マ 

准
教
授

　

経
済
学
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
フ
ア
イ　

　

ナ
ン
ス
、
日
本
経
済

胥　
　
　

鵬 

教
授

　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
フ
ア
イ
ナ
ン
ス
、

　

ガ
バ
ナ
ン
ス

ロ
バ
ー
ト
・
シ
ン
ク
レ
ア 

客
員
教
授

　

物
理
学
、
理
論
物
理
学
、
数
学

進
藤　

理
香
子 
教
授

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
論

菅　
　

富
美
枝 

教
授

　

契
約
法
、
消
費
者
法
、
イ
ギ
リ
ス
法
、

　

法
社
会
学

菅　
　
　

幹
雄 

教
授

　

経
済
統
計

菅
原　

琢
磨 

教
授

　

社
会
政
策
論
、
医
療
経
済
学
、

　

医
療
関
連
産
業
の
産
業
組
織
論

杉
浦　

未
樹 

教
授

　

世
界
経
済
史

杉
本　

龍
勇 

教
授

　

ス
ポ
ー
ツ
経
済
学
、
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学

鈴
木　
　
　

豊 

教
授

　

契
約
理
論
、

　

理
論
的
産
業
組
織
論
、

　

企
業
の
理
論

ロ
バ
ー
ト
・
ス
ト
ラ
ウ
ド 

准
教
授

　

英
語
教
育
学
、
応
用
言
語
学

砂
田　
　
　

充 

教
授

　

産
業
組
織
論
、
企
業
経
済
学

石　
　
　
　

碩 

准
教
授

　

中
国
文
学

ジ
ェ
ス
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド 

教
授

　

フ
ア
イ
ナ
ン
ス
、
マ
ク
ロ
経
済
学
、

　

労
働
経
済
学

平
井　

俊
行 

教
授

　

ゲ
ー
ム
理
論
、
ミ
ク
ロ
経
済
学
、

　

公
共
経
済
学

平
瀬　

友
樹 

准
教
授

　

経
済
理
論
形
成
史

廣
川
み
ど
り 

教
授

　

社
会
的
選
択
論
、
公
共
経
済
学

ブ
ー
・
ト
ウ
ン
・
カ
イ 

教
授

　

国
際
マ
ク
ロ
経
済
学
の
理
論
と
実
証

藤
田　

貢
崇 

教
授

　

物
理
学

馬　
　

欣
欣 

教
授

　

中
国
経
済
論
、
労
働
経
済
学

古
澤　

直
人 

教
授

　

日
本
中
世
史

牧
野　

文
夫 

教
授

　

日
本
の
経
済
発
展
と
技
術
進
歩

松
波　

淳
也 

教
授

　

環
境
経
済
学
、
理
論
経
済
学

松
野　
　

響 

准
教
授

　

比
較
認
知
科
学
、
実
験
心
理
学

宮
﨑　

憲
治 

教
授

　

計
量
経
済
学
、
マ
ク
ロ
経
済
学

八
木
橋　

毅
司 

教
授

　

マ
ク
ロ
経
済
学
、国
際
マ
ク
ロ
経
済
学
、

　

応
用
計
量
経
済
学

宮
脇　

典
彦 

教
授

　

経
営
統
計
学
、
経
営
科
学
、

　

デ
ー
タ
解
析

明
城　
　

聡 

教
授

　

産
業
組
織
論
、
応
用
統
計
学

森
田　

裕
史 

准
教
授

　

マ
ク
ロ
経
済
学
、
時
系
列
分
析

山
﨑　

達
朗 

教
授

　

英
語
学
・
社
会
言
語
学

山
﨑　

友
紀 

教
授

　

資
源
・
環
境
工
学
、
化
学
、
理
科
教
育

山
田　

快 

准
教
授

　

ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
、

　

ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
チ
ン
グ
学

湯
前　

祥
二 

教
授

　

フ
ア
イ
ナ
ン
ス

ジ
ュ
リ
ア
・
ヨ
ン
グ 

教
授

　

国
際
関
係
企
業
史

松
村　
　

隆 
助
教

　

マ
ク
ロ
経
済
学
、
計
量
経
済
学
、

　

財
政
・
金
融
政
策

高
橋　

秀
朋 

教
授

　

金
融
、
フ
ア
イ
ナ
ン
ス

竹
口　

圭
輔 

教
授

　

財
務
会
計

武
田　

浩
一 

教
授

　

金
融
論

武
智　

一
貴 

教
授

　

国
際
経
済
学

田
中　

優
希 

教
授

　

財
務
会
計

田
村　

晶
子 

教
授

　

国
際
経
済
学
、
マ
ク
ロ
経
済
学
、　

　

応
用
計
量
経
済
学

田
村　

理
香 

教
授

　

ア
メ
リ
カ
文
学

張　
　
　

欣 

教
授

　

中
国
文
学

寺
内　

正
典 

教
授

　

心
理
言
語
学

冨
永　

靖
敬 

准
教
授

　

国
際
関
係
論

中
谷　

安
男 

教
授

　

応
用
言
語
学

長
原　
　

豊 

教
授

　

経
済
史
・
経
済
理
論
、
社
会
思
想

倪　
　
　

彬 

准
教
授

　

国
際
経
済
学
、
開
発
経
済
学
、

　

応
用
計
量
経
済
学

西
澤
栄
一
郎 

教
授

　

環
境
政
策
論

新
田　

誠
吾 
教
授

　

19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭
の

　

ド
イ
ツ
文
学

朴　
　

倧
玄 

教
授

　

地
理
学
（
都
市
地
理
学
）

橋
本　
　

到 

教
授

　

フ
ラ
ン
ス
語
、
フ
ラ
ン
ス
文
学

馬
場　

敏
幸 

教
授

　

ア
ジ
ア
経
済
、
技
術
移
転
、

　

技
術
経
営

濱
秋　

純
哉 

准
教
授

　

公
共
経
済
学
、
応
用
計
量
経
済
学

原　
　

伸
子 

教
授

　

社
会
経
済
学
、
経
済
学
史
、

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
経
済
学

経
済
学
部
教
育
・

　
　研
究
体
制
一
覧

　２
０
２
１
年
７
月
現
在
の

経
済
学
部
教
授
陣
と
専
攻
分

野
を
紹
介
し
ま
す
︒︵

50
音
順
︶

経
済
学
部
職
員
人
事
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川
瀬
　
義
一
（
60
年
卒
）

さ
い
た
ま
市
　
83
歳

地
元
の
町
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
総
括
会
長

と
し
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

　

角
田
　
勇
（
64
年
卒
）

流
山
市
　
80
歳

　

法
政
大
学
初
の
総
理
大
臣
に
な
っ
た
菅

総
理
。
コ
ロ
ナ
禍
と
云
う
事
態
に
直
面
し

て
い
る
。
前
総
理
か
ら
良
い
面
悪
い
面
み

な
引
き
継
が
ね
ば
な
ら
な
い
宿
命
の
中
に

コ
ロ
ナ
の
追
い
打
ち
。
で
も
粘
り
強
く
取

り
組
ん
で
い
る
と
思
う
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
問
題
も
あ
る
。
菅
総
理
に
は
健
康
に
留

意
し
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
っ
て
ほ
し
い
。

全
法
政
が
応
援
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
な

い
で
ほ
し
い
。
頑
張
れ
菅
さ
ん
！

コ
ロ
ナ
禍
に
思
う

　
花
澤
　
良
三
（
71
年
卒
）

市
原
市
　
73
歳

　

勉
強
は
何
を
目
的
に
行
な
う
の
だ
ろ
う

か
。
私
は
「
正
し
い
判
断
力
」
を
身
に
つ
け

る
為
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
正
し
い
判
断
力

は
、「
正
し
い
物
差
し
」
を
持
つ
事
が
重
要

と
考
え
て
い
ま
す
。
私
に
取
っ
て
正
し
い
物

差
し
は
法
政
大
学
で
学
ん
だ
「
唯
物
論
的
弁

証
法
」
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
基
づ
き
、
現
在
の
「
コ

教
育
部
の
メ
デ
ィ
ア
授
業（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
収
録
・
配
信
）
に
お
い
て
、
学
部
同
窓

会
の
実
務
家
に
よ
る
特
殊
講
義
の
開
講
を

働
き
か
け
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
髙
橋
　
壮
司
（
13
年
卒
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
古
市
　
30
歳

　

本
州
最
東
端
が
あ
る
街
に
住
む
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
二
年
目
に
突
入
し
ま
し
た
。

最
近
に
な
っ
て
高
速
道
路
が
開
通
し
、
隣

接
地
域
に
出
か
け
や
す
く
な
っ
た
と
は
い

え
、
ま
だ
ま
だ
交
通
が
不
便
な
場
所
で
す
。

も
っ
と
も
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
周
辺
で
コ

ロ
ナ
の
話
を
聞
く
こ
と
は
少
な
い
の
で
す

が
、
日
々
緊
張
感
を
持
っ
て
過
ご
し
て
い

ま
す
。
一
日
も
早
く
元
の
日
常
が
戻
る
こ

と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

中
央
広
場
が
完
成川

上
　
良
一
（
92
年
卒
）

越
谷
市
　
62
歳

　

５
月
28
日
は
、
今
井
雅
之
（
雅
風
徹
信

居
士
）
の
七
回
忌
で
し
た
。
こ
れ
を
記
念

し
て
東
京
・
大
阪
舞
台
公
演
が
予
定
さ
れ

て
い
た
も
の
の
、
緊
急
事
態
宣
言
下
、
中

止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

昭
和
57
年
の
Ｇ
Ｗ
、
法
政
大
学
文
学
部

英
文
学
科
に
入
学
し
た
ば
か
り
の
今
井
君

の
も
と
に
、
機
甲
教
育
隊
の
同
期
４
人
で

押
掛
け
た
青
春
の
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

当
時
の
今
井
君
は
、
ビ
ッ
グ
な
俳
優
に
な

る
と
い
う
目
標
の
た
め
に
、
大
学
ば
か
り

で
な
く
劇
団
や
空
手
道
場
に
も
通
い
、
バ

イ
ト
で
生
活
費
を
稼
ぐ
多
忙
な
日
々
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
今
井
君
に
案

内
し
て
も
ら
っ
た
の
が
、
鉄
柵
で
囲
ま
れ

「
ワ
セ
ダ
の
フ
ァ
シ
ス
ト
、カ
ク
マ
ル
殲
滅
」

と
い
っ
た
類
の
伝
単
が
貼
ら
れ
た
富
士
見

キ
ャ
ム
パ
ス
。
戎
装
で
見
物
す
る
私
は
、

10
年
後
に
自
分
が
そ
の
大
学
を
卒
業
す
る

な
ん
て
、
想
像
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

当
時
の
校
舎
で
現
存
す
る
の
は
、
図
書

館
の
み
。
ア
メ
リ
カ
陸
軍
の
焼
夷
弾
攻
撃

に
も
残
っ
た
１
号
館
（
旧
３
号
校
舎
）
が

解
体
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
惜
し
ま
れ
ま

す
。
一
方
、
55
年
・
58
年
館
取
毀
し
跡
地

の
整
地
と
外
構
工
事
が
、
今
年
１
月
末
に

完
工
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
年
度
始
め

の
４
月
１
日
に
記
録
し
た
中
央
広
場
と
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
大
内
山
庭
園
の
風
景

を
展
覧
し
ま
す
。

川
南
　
卓
也
（
17
年
卒
）

岩
見
沢
市
　
43
歳

　

Ｂ
Ｓ
フ
ジ
で
月
曜
～
金
曜
22
時
台
に『
ク

イ
ズ
！
脳
レ
ベ
ル
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
』
と
い
う
番

組
が
放
送
さ
れ
て
お
り
、
欠
か
さ
ず
観
て

い
ま
す
。
Ｍ
Ｃ
の
岡
田
圭
右
（
ま
す
だ
お

か
だ
）
さ
ん
と
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
川
野
良

子
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
（
93
年
法
政
大
学
文
学

部
卒
業
）
が
、
中
高
年
層
４
名
の
ゲ
ス
ト

解
答
者
の
魅
力
を
引
き
出
し
な
が
ら
、
脳

の
活
性
化
を
促
す
様
々
な
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー

ム
を
行
っ
て
い
く
楽
し
い
番
組
で
す
。
番

組
の
『
50
日
間
脳
活
ド
リ
ル
』
と
い
う
ム
ッ

ク
本
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
通
学
課
程
で
は
経
友
会
提
供
に

よ
る
リ
レ
ー
形
式
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
倣
い
、
通
信

会員
短信

全国の会員から事務局に寄せられた
お便りを紹介します
（　）は西暦年です

  

北
海
道
か
ら

  

岩
手
か
ら

  

埼
玉
か
ら

  

千
葉
か
ら

９
面
へ
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同
窓
会
報
の
校
正
に
は
万
全
を
期
し
て

も
ら
い
た
い
気
持
ち
は
あ
り
ま
す
が
、
そ

こ
は
同
窓
会
で
す
か
ら
、
お
互
い
寛
容
に

な
る
こ
と
も
大
切
で
は
な
い
か
と
感
じ
て

い
ま
す
。

髙
橋
　
新
一
（
91
年
卒
）

綾
瀬
市
　
53
歳

　

新
学
部
長
に
な
ら
れ
た
廣
川
先
生
を
始

め
、
こ
こ
10
年
弱
位
の
期
間
に
イ
ベ
ン
ト

の
機
会
で
接
す
る
こ
と
が
で
き
、
親
し
み

深
か
っ
た
先
生
方
の
お
顔
、
名
前
を
拝
見

し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
変
化
に
思
い
を
馳
せ
、

懐
か
し
さ
や
親
和
感
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
良

い
感
情
で
心
が
満
た
さ
れ
ま
し
た
。　

　

ま
た
是
非
直
接
皆
様
に
お
会
い
す
る
機

会
を
見
つ
け
、
参
加
し
た
い
で
す
。
キ
ャ

ン
パ
ス
ラ
イ
フ
は
心
の
支
え
で
す
。

森
　
隆
俊
（
60
年
卒
）

平
戸
市
　
83
歳

　

鈴
木
豊
先
生
の
経
済
学
部
長
ご
退
任
に

つ
き
、
長
年
の
ご
労
苦
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
廣
川
み
ど
り
先
生
の
新
ご

就
任
を
心
か
ら
歓
迎
し
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。
我
が
母
校
「
法
政
大
学
」
の
益
々

の
発
展
と
同
窓
会
関
係
皆
様
と
学
生
諸
君

の
ご
活
躍
を
心
か
ら
祈
念
致
し
ま
す
。

　

会
報
第
82
号
に
掲
載
さ
れ
た
小
生
と
同

じ
日
高
ゼ
ミ
生
の
川
上
良
一
氏
の
「
普
（
ひ

ろ
し
）
で
す
」
を
拝
読
し
ま
し
た
。
た
し

か
に
「
普
」
を
「
晋
」
と
さ
れ
た
の
は
、

そ
も
そ
も 

別
語
で
す
か
ら
お
説
の
と
お
り

誤
植
だ
と
思
い
ま
す
。

　

日
高
先
生
は
生
前
ゼ
ミ
の
コ
ン
パ
の

際
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
。「
た
し
か
に
よ
く
間
違
え
て
『
晋
』

と
書
か
れ
る
が
、
あ
ま
り
気
に
と
め
て
い

ま
せ
ん
。
中
国
古
代
の
晋
王
朝
が
有
名
な

の
で
仕
方
が
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私

の
名
前
の
由
来
は
、
父
が
私
の
生
年
は

１
９
２
３
年
な
の
で
そ
れ
に
ち
な
ん
で
つ

け
て
く
れ
た
」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

「
そ
の
年
は
普
通
選
挙
権
を
要
求
す
る
大

衆
運
動
が
大
き
く
盛
り
上
が
り
、
民
主
主

義
の
発
展
に
期
待
し
た
の
で
『
普
（
ひ
ろ

し
）』
と
名
付
け
ら
れ
た
」
と
誇
ら
し
げ

に
語
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と
が
と
て
も
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

漢
字
、
と
く
に
人
名
や
地
名
な
ど
に
関

し
て
は
人
そ
れ
ぞ
れ
に
こ
だ
わ
り
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
漢
字
に
は
旧

字
体
や
俗
字
等
を
含
め
る
と
、
一
見
判
別

が
難
し
い
も
の
も
数
多
く
あ
り
ま
す
し
、

近
年
の
原
稿
の
パ
ソ
コ
ン
入
力
に
よ
り
、

手
書
き
の
時
代
に
は
考
え
ら
れ
な
い
誤
植

が
簡
単
に
生
ず
る
こ
と
も
事
実
だ
と
思
い

ま
す
。

　

木
ば
か
り
見
な
い
で
、
森
を
見
た
判
断

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
足
下
の
景
気
は
絶
好

調
で
自
動
車
産
業
を
中
心
に
６
月
の
輸
出

額
は
過
去
最
高
額
を
記
録
し
ま
し
た
。
住

宅
産
業
も
好
調
で
木
材
不
足
が
深
刻
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
客
看
的
な
デ
ー
タ
を
検
証

し
て
、
一
方
的
な
「
特
定
の
感
染
症
学
者
」

の
発
言
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、
全
体
か
ら
個

を
見
て
正
し
い
方
向
性
を
導
き
出
す
事
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
賢
い
日
本
人
は
客

観
的
な
デ
ー
タ
を
検
証
し
て
、
正
し
い
判

断
力
で
、
乗
り
越
え
る
知
恵
を
導
き
出
す

事
を
確
信
し
て
い
ま
す
。

松
原
　
寛
（
57
年
卒
）

目
黒
区
　
86
歳

　

昭
和
32
年
卒
業
（
１
９
５
７
年
）
後
老

夫
婦
は
、
素
的
な
子
供
（
２
人
）、
孫
（
４

人
）
に
囲
ま
れ
て
今
日
ま
で
楽
し
く
元
気

で
老
後
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
何
年
生
き
ら
れ
る
か
判
り
ま

せ
ん
が
、
子
、
孫
達
と
一
緒
に
過
ご
す
こ

と
が
元
気
の
源
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
高

齢
時
代
も
明
る
く
元
気
に
過
ご
す
こ
と
が

生
き
が
い
で
す
。

誤
植
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
胡
口
　
靖
夫
（
69
年
院
卒
）

渋
谷
区
　
80
歳

ロ
ナ
禍
対
応
」
へ
の
私
見
を
述
べ
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
報
道
及
び
対
策
の
一

番
の
問
題
点
は
、
判
断
力
の
基
準
で
あ
る
、

全
体
に
対
す
る
個
の
見
方
が
全
く
さ
れ
て

い
な
い
事
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
木
を
見

て
森
を
見
な
い
対
応
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に

対
す
る
正
し
い
付
き
合
い
方
は
、「
コ
ロ
ナ

と
の
共
生
」を
真
剣
に
考
え
る
事
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
感
染
者
数
に
一
喜
一
憂
す
る

対
応
に
は
、
納
得
が
い
き
ま
せ
ん
。

　

感
染
の
状
態
を
見
て
も
、
私
が
生
活
及

び
営
業
エ
リ
ア
に
し
て
い
る
、
千
葉
県
の

過
疎
地
に
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
に
は
、

無
縁
の
地
域
で
す
。
し
か
し
同
様
の
対
応

を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
外
出
禁
止
や
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
無
観
客
が
ど
れ
程
効
果

が
あ
る
の
か
、
科
学
的
な
根
拠
の
報
道
が

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
同
じ
で
コ
ロ
ナ
も
ゼ
ロ
に
な
る
事

は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
対
策
は
「
死

亡
者
の
数
を
抑
え
る
事
」
に
特
化
し
た
対

応
が
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

客
観
的
に
分
析
す
る
と
日
本
の
病
床
数

は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
平
均
の
３
倍
あ
り

ま
す
。
制
度
を
変
え
れ
ば
病
床
逼
迫
な
ど

考
え
憎
い
事
で
す
。
コ
ロ
ナ
対
策
の
徹
底

に
よ
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
症
数
及
び

風
邪
の
発
症
数
は
画
期
的
に
減
少
し
て
い

ま
す
。
ま
た
昨
年
の
死
亡
者
の
数
も
前
年

よ
り
、
約
５
万
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

  

東
京
か
ら

  

神
奈
川
か
ら

  

長
崎
か
ら
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法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
41
年
経
済
学
部
卒

会

　
　長

村

　田

　紀

　敏

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
42
年
経
済
学
部
卒

副
　会
　長

佐
々
木

　範

　光

〒

埼
玉
県
所
沢
市
北
岩
岡
一
｜
一
七

電

　話

　〇
四
（
二
九
四
二
）七
八
〇
六

359-
0007

〒

神
奈
川
県
川
崎
市
幸
区
小
向
西
町
四
｜
六
五

電   

話
　
〇
四
四
（
五
一
一
）〇
五
五
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
四
（
五
五
五
）一
二
八
七

212-
0004

高
橋
建
設
興
業
株
式
会
社

取
締
役
会
長

高
　
橋
　
久
　
之

昭
和
35
年
経
商
卒

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

一
九
六
〇
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
（
上
杉
ゼ
ミ
）

会
長
代
行

加

　藤

　
　
　毅

〒

東
京
都
板
橋
区
高
島
平
五
｜
三
一
｜
一
二

電

　話

　〇
三
（
三
九
三
〇
）八
六
六
五

175-
0082

一
九
七
〇
年
経
済
学
部
卒

〒

東
京
都
西
東
京
市
田
無
町
一
｜
一
二
｜
六

電   

話

　〇
一
二
〇（
四
〇
八
）〇
三
八

188-
0011

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

事
業
部
会
長

元   

角   

昌   

三

横
浜
市
戸
塚
区
戸
塚
町
一
〇
五
番
地

電   

話

　〇
四
五
（
八
六
一
）
五
七
四
一
㈹

株
式
会
社
桐
屋

代
表
取
締
役

社

　
　長

田

　島

　榮
二
郎

昭
和
37
年
経
済
学
部
商
業
学
科
卒

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

愛
花
創
業
㈱
代
表
取
締
役

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
46
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

幹
　事
　長

総
務
部
会
長

花

　澤

　良

　三

〒

千
葉
県
市
原
市
ち
は
ら
台
東
二
｜
一
一
｜
一
三

電

　話

　〇
四
三
六
（
三
六
）一
一
六
〇

290-
0141

１
９
７
１
年
経
済
学
部
卒

〒

千
葉
県
千
葉
市
緑
区
大
木
戸
町
九
三
｜
六
九

　
　
　

電   

話
　
〇
四
三
（
二
九
四
）
五
〇
八
八

267-
0057

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

財
政
部
会
長

田
　
口
　
雅
　
美

〒

杉
並
区
浜
田
山
四
｜
一
六
｜
四

セ
ン
ト
マ
ー
ク
ス
浜
田
山
一
一
六

168-
0065

コ
マ
ニ
ー
株
式
会
社

会

　
　長

塚

　本

　幹

　雄

昭
和
48
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

財
政
部
会
　副
部
会
長

昭
和
42
年
経
済
学
部
卒

会

　田

　久
仁
夫

〒

さ
い
た
ま
市
南
区
南
浦
和

三―

二
七
｜
二
二
｜
一
〇
〇
六

336-
0017

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
45
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
（
渡
邊
佐
平
ゼ
ミ
）

事
務
局
長

髙

　森

　正

　雄

〒

東
京
都
日
野
市
新
町
一
｜
八
｜
一
九

191-
0002

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会
常
任
幹
事

応
援
団O

Ｂ・Ｏ
Ｇ
会
幹
事

東
京
宅
建
倶
楽
部
幹
事

昭
和
26
年
経
済
学
部
卒

大

　野

　文

　義

〒

東
京
都
練
馬
区
関
町
北
二
｜
三
四
｜
一

電

　話

　〇
三
（
三
九
二
〇
）一
一
一
〇

177-
0051

日
本
ト
ー
マ
ス
・
シ
ェ
リ
ン
グ
経
済
学
会
準
備
会

呼
び
掛
け
人

中

　村

　寿

　徳

携

　帯

　〇
八
〇（
二
六
七
〇
）
三
七
五
二

H
P:http://tcsassociation.w

eb.fc2.com

（Schelling’s T
w

itter follow
er

）

〒

東
京
都
港
区
浜
松
町
一
｜
一―

六
｜
四
〇
四

電   

話
　
〇
三
（
三
四
三
七
）〇
七
八
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
（
三
四
三
七
）〇
七
八
三

携
　
帯
　
〇
八
〇（
三
五
六
七
）〇
四
三
九

Gm
ail : 753aass@

gm
ail.com

105-
0013

オ
フ
ィ
ス
曽
根

代
　
　
表

南
　
　
　
章
　
乃
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立秋を過ぎても続く残暑に

法
友
体
育
会
顧
問

法
友
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
名
誉
会
長

昭
和
38
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

川

　﨑

　保

　之

〒

東
京
都
府
中
市
四
谷
三
｜
六
四
｜
二
四

電

　話

　〇
九
〇（
二
六
四
八
）六
三
〇
一

183-
0035

昭
和
26
年
経
済
卒

二
度
栗
山
興
業
株
式
会
社

取
締
役
会
長

宮

　内

　良

　雄

経
済
学
部
二
部
会
計
学
研
究
会
Ｏ
Ｂ
会

　

昭
和
43
年
経
済
学
部
商
業
学
科
卒

公
認
会
計
士

税
　理
　士

桑

　原

　正

　信

〒

茨
城
県
古
河
市
古
河
五
四
四
｜
一
四
七

306-
0016

昭
和
34
年
経
済
学
部
卒

文
京
法
友
会

相
　談
　役

高

　橋

　将

　昭

昭
和
31
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

〒

横
浜
市
港
南
区
下
永
谷
五
｜
二
二
｜
二
八

電   

話

　〇
四
五（
八
二
四
）八
七
九
〇

233-
0016

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

顧      

問

岡   

田

　
　
　脩

村
串
仁
三
郎
法
政
大
学
名
誉
教
授
　著

「
高
度
成
長
期
日
本
の
国
立
公
園
」

 

｜
自
然
保
護
と
開
発
の
激
闘
を
中
心
に
｜

（
時
潮
社
、
三
五
〇
〇
円
）

著
者
は
一
九
六
九
年
法
政
大
学
大
学
院
（
博
）
単
位
取
得

博
士
（
経
済
学
）

経
済
学
部
同
窓
会
副
会
長
・
Ｈ
Ｐ
副
部
会
長

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
42
年
経
済
学
部
卒

副
　

会
　

長

菅
　
野
　
里
　
見

〒

東
京
都
八
王
子
市
北
野
台
三
｜
四
六
｜
一
一

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
二
（
六
三
七
）二
五
三
五

192-
0913

一
九
六
五
年
経
済
学
部
卒
（
高
橋
誠
ゼ
ミ
）

〒

東
京
都
大
田
区
東
雪
谷
三
｜
一
六
｜
八

　
　
　

電
話

　〇
八
〇（
五
八
七
八
）
七
一
一
一

145-
0065

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

小

　倉

　
　
　尚

副
　会
　長

広
報
部
会

法
政
大
学
理
事
　経
済
学
部
同
窓
会
副
会
長

文
化
シ
ヤ
ッ
タ
ー
株
式
会
社

昭
和
45
年
経
済
学
部
卒

代
表
取
締
役

社

　
　長

潮

　崎

　敏

　彦

昭
和
36
年
経
済
学
部
商
業
学
科
卒

〒

北
海
道
枝
幸
郡
枝
幸
町
歌
登
南
町
三
八
〇
｜
四

　
　
　

電   

話

　〇
一
六
三
（
六
八
）
二
八
三
六

098-
5204

南
宗
谷
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

顧

　
　問

深

　井

　信

　朗

事
務
局
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｕ
М
Ｎ

事
務
局
に
は
、
北
は
北
海
道
、
南
は
沖

縄
ま
で
、
遠
方
の
会
員
の
方
々
か
ら
時
折

電
話
が
あ
り
ま
す
。

多
く
は
会
費
の
納
入
や
寄
付
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
で
す
が
、
そ
れ
を
き
っ
か
け

に
話
が
多
岐
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

先
日
も
、
鹿
児
島
県
西
之
表
市
に
お
住
ま

い
の
日
高
興
一
郎
さ
ん
か
ら
電
話
を
い
た

だ
き
、
話
が
は
ず
み
ま
し
た
。

皆
さ
ん
ご
存
じ
の
西
表
島
も
今
回
の
西

之
表
市
も
、
鹿
児
島
県
に
属
し
ま
す
。
前

者
は
イ
リ
オ
モ
テ
と
読
み
ま
す
が
、
後
者

は
ニ
シ
ノ
オ
モ
テ
と
読
み
、
そ
こ
は
種
子

島
の
北
側
の
市
で
す
。

日
高
さ
ん
は
、
鹿
児
島
市
で
同
窓
会
の

催
し
が
あ
る
と
き
は
必
ず
出
席
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
、
種
子
島
は
、
そ
れ
は
美
し

い
と
こ
ろ
な
の
で
、
同
窓
会
の
皆
さ
ん
に

是
非
是
非
遊
び
に
き
て
ほ
し
い
と
の
お
話

で
し
た
。

私
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
ら

同
窓
会
の
有
志
を
募
っ
て
お
邪
魔
し
た
い

と
伝
え
ま
し
た
。
日
高
さ
ん
、
そ
の
と
き

は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
事
務
局
長
　
髙
森
）

西
之
表
市
の
会
員
か
ら
の
お
誘
い
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事務局からのお知らせ
　ここ多摩キャンパスが閑散としている状況は継続して
います。私は毎週火曜日に事務局に出勤していますが、
朝すれ違うのは清掃の女性やビル管理の方々ばかりで、
学生さんの姿はほとんど見られません。経済学部の学生
食堂は午前11時から午後１時半まで営業するようになり
ました。先日１年以上振りに、事務局の女性と３人で
食事をしましたが、人影はまばら、テーブルはアクリル
板で仕切られ会話も遠慮せざるを得ず、食事をしていて
も楽しいとはとても言えない雰囲気でした。大学がこの
よ う な 状 況 で す の で、同 窓 会 の ほ ぼ す べ て の 活 動 は
メール等でのやりとりで細々と行っているのが実状で
す。１面で報告したとおり、定期幹事総会は少人数では
ありましたが実開催し、出席した常任幹事の皆さんから
も早くコロナが落ち着いて互いに顔を合わせながら会議
を開催できるようになるのが待ち遠しいとの声が聞かれ
ました。

　本年４月以降の主な活動は以下のとおりです。
・４月30日（金）事務局にて会報発送作業完了
・５月11日（火）監査（書面実施）
・５月20日（木）第６回代表・常任合同幹事会（書面開催）
・６月５日（土）2021年度定期幹事総会
・７月15日（木）第１回代表・常任合同幹事会（書面開催）
・８月27日（金）事務局にて会報発送作業完了予定
　以上のほか、必要に応じて電話やメールを通じた交信
により同窓会の運営等に関する打ち合わせを行いました。

　今後の活動につきましては、周囲の環境をにらみなが
ら方法について検討して参ります。なお、12月に開催予
定の忘年パーティーに関しては、６面でご案内したとお
りです。　　　　　　　　　  （事務局長　髙森　正雄）

最近の活動

今後の予定

【
新　
入　
会　
員
】

　

２
０
２
１
年
５
月
～

（ ）
は
西
暦
卒
年

　
　
　
　
　

 ［　
］
は
紹
介
者　

敬
称
略

　
　

時
﨑　

康
徳
（
21
）

　
　

髙
橋　

佳
子
（
学
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　
［
菅
野　

里
見
］

　
　

板
坂　

祐
心
（
学
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　
［
菅
野　

里
見
］

   　
清
久　

路
子
（
89
）

【
一
般
活
動
支
援
金
寄
付
】

　

２
０
２
１
年
５
月
～
１
口　

千
円　

（ ）
は
西
暦
卒
年　

敬
称
略

　
　

匿　
　
　

名　

10
口
（
67
）

　
　

雨
宮　

安
雄　

２
口
（
63
）

　
　

荒
川　

四
郎　

２
口
（
63
）

　
　

出
水　

久
義　

３
口
（
56
）

　
　
浦
野
五
左
衛
門　

２
口
（
61
）

　
　

大
川　

成
一　

５
口
（
78
）

　
　

大
里　

正
芳　

３
口
（
61
）

　
　

太
田　

荘
一　

１
口
（
77
）

　
　

小
倉
外
志
朗　

５
口
（
61
）

　
　

小
沢　

暁
民　

３
口
（
63
）

　
　

押
鐘　

耕
道　

10
口
（
61
）

　
　

小
野　

勝
司　

２
口
（
62
）

　
　

金
久
保　

健　

１
口
（
88
）

　
　

神
和
住　

純　

３
口
（
70
）

　
　

菊
地　

政
廣　

10
口
（
70
）

　
　

桑
原　

正
信　

10
口
（
68
）

　
　

呉　
　

正
男　

３
口
（
54
）

　
　

小
林　

安
正　

３
口
（
58
）

　
　

小
宮　
　

憲　

１
口
（
74
）

　
　

匿　
　
　

名　

３
口
（
57
）

　
　

白
川　
　

博　

３
口
（
64
）

　
　

鈴
木　

武
司　

３
口
（
62
）

　
　

高
鍋　

幹
雄　

２
口
（
63
）

　
　

髙
森　

正
雄　

10
口
（
70
）

　
　

田
村　

義
男　

３
口
（
63
）

　
　

杖
村　

邦
夫　

３
口
（
60
）

　
　

塚
田　

常
雄　

10
口
（
57
）　

　
　

津
金　

富
一　

10
口
（
71
）

　
　

塚
本　

幹
雄　

７
口
（
73
）

　
　

土
屋
峰
三
郎　

１
口
（
62
）

　
　

徳
田　

訓
康　

４
口
（
62
）

　
　

徳
弘　

義
彦　

10
口
（
59
）

　
　

匿　
　
　

名　

１
口
（
93
）

　
　

中
原　

一
六　

10
口
（
64
）

　
　

中
村　

隆
輔　

５
口
（
65
）

　
　

長
山　

幸
一　

10
口
（
51
）

　
　

萩
原　
　

進　

３
口
（
特
別
会
員
）

　
　

土
師　
　

猛　

２
口
（
66
）

　
　

原
木　

正
司　

５
口
（
71
）

　
　

藤
田　

幸
雄　

１
口
（
55
）

　
　

藤
山　

範
英　

５
口
（
65
）

　
　

秀
眞　

賢
治　

７
口
（
58
）

　
　

本
田　

五
郎　

５
口
（
59
）

　
　

匿　
　
　

名　

３
口
（
64
）

　
　

匿　
　
　

名　

３
口
（
70
）

　
　

匿　
　
　

名　

３
口
（
56
）

　
　

光
永　

裕
彦　

10
口
（
61
）

　
　

匿　
　
　

名　

３
口
（
61
）

　
　

村
田　

紀
敏　

５
口
（
66
）

　
　

元
原　

俊
明　

10
口
（
62
）

　
　

森　
　

義
男　

10
口
（
61
）

　
　

綿
貫　

健
治　

５
口
（
65
）

　
　

和
田　

有
可　

２
口
（
57
）

【
学
生
支
援
金
寄
付
】

　

２
０
２
１
年
５
月
～
１
口　

千
円　

（ ）
は
西
暦
卒
年　

敬
称
略

　
　

石
山　

秀
雄　

２
口
（
75
）

　
　

栄
野
川
盛
正　

１
口
（
91
）

　
　

大
川　

成
一　

５
口
（
78
）

　
　

太
田　

荘
一　

１
口
（
77
）

　
　

小
田　

暉
一　

５
口
（
60
）

　
　

川
井　

重
義　

１
口
（
67
）

　
　

川
崎　

順
一　

10
口
（
69
）

　
　

川
島　

理
史　

２
口
（
76
）

　
　

菊
池　

二
郎　

５
口
（
50
）

　
　

北
田　

義
徳　

20
口
（
76
）

　
　

清
家　

豊
雄　

２
口
（
43
）

　
　

髙
森　

正
雄　

10
口
（
70
）　

　
　

服
部　

圭
一　

１
口
（
74
）

　
　

花
村　

一
夫　

２
口
（
66
）

　
　

藤
田　

幸
雄　

１
口
（
55
）

　
　

藤
山　

範
英　

５
口
（
65
）

　
　

望
月　

博
信　

１
口
（
16
）

　
　

山
口
八
州
士　

20
口
（
61
）

　
　

山
水　

克
美　

７
口
（
67
）

　
　

田
中　

正
旗　

２
口
（
62
）　　
　
　
　
　

【
訃　
　
報
】

　

２
１
年
５
月
～
８
月

（ ）
は
西
暦
卒
年　

敬
称
略

ご
遺
族
の
方
か
ら
次
の
会
員
の
ご
逝

去
の
ご
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

同
窓
会
発
展
の
た
め
に
、
ご
尽
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

　
　

大
貫　

邦
昭
（
59
）

　
　

片
桐　

為
義
（
60
）

　
　

嵯
峨　
　

明
（
64
）

　
　

菅
井
要
之
介
（
53
）

　
　

竹
内　

伸
吉
（
52
）

　
　

田
中　

鋭
夫
（
52
）

　
　

田
村　

義
男
（
63
）

　
　

續　
　

保
廣
（
57
）

　
　

中
島　

徹
夫
（
61
）

　
　

平
松　

瑞
夫
（
57
）

　
　

山
村　
　

學
（
71
）

　
　
　
　

２
０
１
９
年
ご
逝
去
（
ご
家
族
か
ら　
　

　
　
　
　

２
０
２
１
年
５
月
に
ご
連
絡
有
）

　
　

吉
田　

義
博
（
61
）


